Rの活用について : R CommanderとRExcel by 大久保 幸夫 et al.
大久保幸夫：R の活用について－ R Commander と RExcel －
－ 27 －
R の活用について
















し、一方で普段使い慣れた GUI と違いコマンドを打ち込むこと（CUI）がベースの R は使
いにくいと感じるひとも多いのではなかろうか。筆者も普段の授業で R を使うのは難しい
と思っていた一人である。しかし、このような R のユーザインターフェース (UI) の問題は、
様々な GUI パッケージの登場によって解決されつつある（参照：[6]、[2]、[1]、[3]）。特に、
RExcel [9] は身近な Excel を UI として R と R Commander を利用できるユーザーフレン
ドリーなソフトといえるだろう（参照：[2]、[1]）。
　本研究調査の目的は、RExcel を通して R と R Commander を使う手法でｔ検定や因子




　RExcel を 使 う に は、R と Excel、 そ し て R と Excel を つ な ぐ 仕 組 み で あ る
statconnDCOM [9] が必要になる。今回 R などのインストールと実行に使用する PC（筆
者自宅の PC）は、OS が Windows 7 Home premium 64 ビット、エクセルが Microsoft 
Excel 2010（32 ビット）である。
　 残 念 な が ら、 ハ イ バ ー ガ ー ／ ノ イ ヴ ィ ル ト (2010) の 本 [2] に 書 か れ て い る
RAndFriendsSetup というプログラムを使った簡易なインストール方法は CRAN（The 




　まず、R を手に入れるところから始めよう。CRAN の筑波大学ミラーサイト [10] から R
（執筆時の最新版は R-3.1.2 for Windows）をダウンロードする。インストールは指示に従っ
て行えば簡単にできる。インストール先はデフォルトのまま C:¥Program Files¥R¥R-3.1.2
でよい。インストールを完了したら R はひとまず終了しておく。
　 次 に、RExcel を ダ ウ ン ロ ー ド す る。RExcel（ 執 筆 時 の 最 新 版 RExcelInst3.2.15_
HomeAndStudent.exe）は statconn [9] からダウンロードできる。続けて同じサイトか






　ここで R を起動するのであるが、設定を変える必要があるのでデスクトップ上の R のア
イコンを右クリックし「管理者として実行」を選ぶ。R が起動したら、必要なパッケージ
をインストールするために次の操作を行う。
　R メニュー：（パッケージ）→（パッケージのインストール）→（CRAN mirror 
「Japan(Tsukuba)」を選ぶ）→（Packages）。次のパッケージを選択してインストール : 
HH、Rcmdr、RcmdrPlugin.HH、rscproxy。
　インストールが完了したら、ライブラリー Rcmdr を実行するために R console にコマン




　 最 後 に、RExcel を イ ン ス ト ー ル す る。 ダ ウ ン ロ ー ド し た フ ォ ル ダ を 開 き、
RExcelInst3.2.15_HomeAndStudent.exe をダブルクリックし画面の指示に従えば、これも
簡単にインストールできる。以上で R と R Commander、RExcel のインストールは完了す
る。RExcel のインストールについては、[5] を参考にした。
３．RExcel の起動




③ Excel：（アドイン）→（RExcel）→（RCommander）→（with Excel menus また
はwith separate menusを選ぶ）。ここでは「with separate menus」を選ぶことにする。
暫くすると日本語メニューの画面が現れる（図 1）。一方、「with Excel menus」を






② Excel：（アドイン）→（RExcel）→（RCommander）→（with Excel menus また
は with separate menus を選ぶ）。




「Save R Markdown file?」と聞かれるが、通常は保存しなくてよい。次に「出力ファイル
を保存？」と聞かれるので、必要ならば保存する。ただし、グラフは保存されない。
５．Excel から R へデータの読み込み
　B の方法で RExcel を起動し、Excel に架空のデータを次のように入力する（図 2）。
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３． RExcel の起動 
RExcel の起動方法には次の 2 つがある。 
 
（方法 A） 
① Excel を起動 
② Excel：（アドイン）→（RExcel）→（Start R） 
③ Excel：（アドイン）→（RExcel）→（RCommander）→（with Excel menus
または with separate menus を選ぶ）。ここでは「with separate menus」を選
ぶことにする。暫くすると日本語メニューの画面が現れる（図 1）。一方、「with 
Excel menus」を選ぶと、Excel 上に英語のメニューができる。 
 
1  
（ B  
 デスクトップ上のアイコン「RExcel2010 with R」をダブルクリック 
 Excel：（アドイン）→（RExcel）→（RCommander）→（with Excel menus
または with separate menus を選ぶ）。 
 





ここで注意することは、R での変数名になる 3 行目の文字は「半角英数」で入力すること
である。ファイルには名前（ここでは height_weight.xlsx とする）をつけて適当なフォル
ダに保存しておく。
　Excel のデータを R に取り込むために領域 A3:D23 を選択し右クリックして、出てきた
メニューから「Put R DataFrame」を選ぶ（図 3）、現れた画面で「DataFrame name in R」
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４． RExcel の終了 
終了するときは、R コマンダーのメニューから（ファイル）→（終了）→（コマン
ダーと R）を選べば、R コマンダーと R 両方が終了する。終了の途中で「スクリプト




５． Excel から R へデータの読み込み 
 B の方法で RExcel を起動し、Excel に架空のデータを次のように入力する（図 2）。 
 
( ) 
で注意することは、R での変数名になる 3 行目の文字は「半角英数」で入力するこ
とである。ファイルには名前（ここでは eight_weight.xlsx とする）をつけて適当な
フォルダに保存しておく。 
 Excel のデータを R に取り込むために領域 A3:D23 を選択し右クリックして、出てき
たメニューから「Put R Dat Frame」を選ぶ（図 3）、現れた画面で「DataFrame name 
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　（Excel で領域 B3:B23 を選択）→（データ）→（フィルター）で、m（男子）だけ☑を
残す（図 7）。フィルターがかかったところで、C3 から C23 を選び、その上で右クリック。
現れたメニューから「Put R DataRrame」を選び、「DataFrame name in R」に「height_m」
と入力して「OK」を押す（図 8）。これでアクティブなデータセットが「heigh_m」に変わっ
た。ところで、先に読み込んだデータセット「height_weight」はどうなったのだろうか？





























（Excel で領域 B3:B23 を選択）→（データ）→（フィルター）で、m（男子）だけ☑
を残す（図 7）。フィルターがかかったところで、C3 から C23 を選び、その上で右ク
















さて、このデータセット heigh_m を使って 1 標本ｔ検定を実行する。 
R コマンダーのメニュー：（統計量）→（平均）→（1 標本ｔ検定）を選ぶと、次の画
面が現れるので、変数が heigh となっていることを確認し、帰無仮説の 0 の隣に 167







> with(height_m, (t.test(height, alternative='two.sided', mu=167, conf.level=.95))) 
 




　さて、このデータセット heigh_m を使って 1 標本ｔ検定を実行する。
R コマンダーのメニュー：（統計量）→（平均）→（1 標本ｔ検定）を選ぶと、次の画面が
現れるので、変数がheighとなっていることを確認し、帰無仮説のμ0=の隣に167と入力し、
「身長の母平均は 167 である」との帰無仮説を立てる（図 9）。信頼水準：.95 とあるのは、




> with(height_m, (t.test(height, alternative=’ two.sided’ , mu=167, conf.level=.95)))
 One Sample t-test
data:  height
t = 2.5656, df = 9, p-value = 0.03041
alternative hypothesis: true mean is not equal to 167
95 percent confidence interval:
 167.8278 180.1722
sample estimates:
mean of x 
　　　 174
　このことから t 値が 2.5656、p 値が 0.03041 であることがわかる。従って、μ=167 とい
う帰無仮説は有意水準 5％で棄却され、母平均は 167 ではないという対立仮説が採択され
たことになる。また、信頼度 95％で母平均は 167.8278 と 180.1722 の間にあることがわかる。





さて、このデータセット heigh_m を使って 1 標本ｔ検定を実行する。 
R コマンダーのメニュー：（統計量）→（平均）→（1 標本ｔ検定）を選ぶと、次の画
面が現れるので、変数が heigh となっていることを確認し、帰無仮説の 0 の隣に 167







> with(height_m, (t.test(height, alternative='two.sided', mu=167, conf.level=.95))) 
 
 One Sample t-test 
 







> t.test(height~gender, alternative=’ two.sided’ , conf.level=.95, var.equal=FALSE, 
data=height_weight)
 Welch Two Sample t-test
data:  height by gender
t = -3.6246, df = 17.904, p-value = 0.001952
alternative hypothesis: true difference in means is not equal to 0
95 percent confidence interval:
 -21.327989  -5.672011
sample estimates:
mean in group f mean in group m 
          160.5           174.0




















７． R Commander で外部データを読み込む方法 
RExcel を使わなくても R Commander だけでも外部データを読み込むことができる。
RExcel は終了した状態で、前に作ったファイル height_weight.xlsx を Excel で開く。










　RExcel を使わなくても R Commander だけでも外部データを読み込むことができる。
RExcel は終了した状態で、前に作ったファイル height_weight.xlsx を Excel で開く。上と
同じ男子の身長に関する 1 標本ｔ検定を行うために、対象の範囲を Sheet2 にコピーして、
上書き保存しておく（図 11）。
（図 11）
　R を立ち上げるためにデスクトップ上のアイコン「R i386 3.1.2」をダブルクリックする。

















． R Commander で外部データを読み込む方法 
RExcel を使わなくて R Commander だけでも外部データを読み込
RExcel は終了した状態で、前に作ったファイル height_weight.xlsx を Excel で開く。
上と同じ男子の身長に関する 1 標本ｔ検定を行うために、対象の範囲を Sheet2 にコピ
ーして、上書き保存しておく（図 11）。 
（図 11） 
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R を立ち上げるためにデ  i386 3.1.2」をダブルクリックす




R コマンダーのメニューから（データ）→ データのインポート）→ Excel たは…） 
を選び、データセット名（例えば height_m）を入力する。保存しているファイル（こ
こでは、height_weight.xls）を選ぶと、次のような画面「表を一つ選択」が現れるの
で、読み込みたいデータのあるシート（ここでは Sheet2）を選択する。以上で R にデ
ータセットとして読み込まれる。「データセットを表示」をクリックして確認できる（図





ル height_weight.xls の Sheet1 の C14:C23 を選ぶ（図 14）。 










height_weight.xls の Sheet1 の C14:C23 を選ぶ（図 14）。
R Commander メニュー：（データ）→（データのインポート）→（テキストファイルまた
はクリップボード、URL から・・・）と進み、次の画面で「データセット名を入力」し、「デー
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R を立ち上げるためにデスクトップ上のアイコン「R i386 3.1.2」をダブルクリックす




R コマンダーのメニューから（データ）→（データのインポート）→（Excel または…） 
height_m）を入力する。保存しているファイル（
こでは、height_weight.xls）を選ぶと、次のような画面「表を一つ選択」が現れるの
で、読み込みたいデータのあるシート（ここでは Sheet2）を選択する。以上で R にデ
ータセットとして読み込まれる。「データセットを表示」をクリックして確認できる（図





ル height_weight.xls の Sheet1 の C14:C23 を選ぶ（図 14）。 




















領域 A13:F13 を選び右クリック、「Put R DataFrame」をクリックして現れた画面で










（図 15）             （図 16） 




 最後に、RExcel を使って因子分析を行ってみよう。Excel に次のデータを入力して
名前を付けて保存（例えば seiseki.xlsx）する（図 17）。 
 
（図 17） 
領域 A13:F13 を選び右クリック、「Put R DataFrame」をクリックして現れた画面で
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 最後に、RExcel を使って因子分析を行ってみよう。Excel に次のデータを入力して
名前を付けて保存（例えば seiseki.xlsx）する（図 17）。 
 
（図 17） 
領域 A13:F13 を選び右クリック、「Put R DataFrame」をクリックして現れた画面で
























+   .FA <- factanal(~ 英 + 国 + 社 + 数 + 理 , factors=2, rotation=” varimax” , scores=”
regression” , data=seiseki)
+   print(.FA)
+   seiseki <<- within(seiseki, {
+     F2 <- .FA$scores[,2]
+     F1 <- .FA$scores[,1]
+   })
+ })
Call:
factanal(x = ~ 英 + 国 + 社 + 数 + 理 , factors = 2, data = seiseki,     scores = 
“regression” , rotation = “varimax” )
Uniquenesses:
   英    国    社    数    理 
0.032 0.005 0.050 0.064 0.005 
Loadings:
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   Factor1 Factor2
英  0.820  -0.544 
国  0.905  -0.420 
社  0.838  -0.498 
数 -0.436   0.864 
理 -0.465   0.882 
               Factor1 Factor2
SS loadings       2.60   2.245
Proportion Var    0.52   0.449
Cumulative Var    0.52   0.969
Test of the hypothesis that 2 factors are sufficient.
The chi square statistic is 1.94 on 1 degree of freedom.
The p-value is 0.163
　Uniquenesses は独自性（独自因子）を、Loadings は因子負荷量を表す。また、SS 
loadings は因子寄与（因子負荷量の平方和）、Proportion Var は因子寄与率（分散の割合）、
Cumulative Varは累積因子寄与率を表す。最後の記述はモデルの適合度の検定結果を示す。
p 値が 0.05 以下の場合、因子数が少ないとみなされる。今回は p 値が 0.163 であるので「因
子数は適当である」と言える。
　因子得点が加わっているデータセットを R から Excel に転送してみよう。データセット
の左端を出力する Excel のセル（例えば A15）を選び右クリックすると、メニューが現れ
るので「Get Active DataFrame」を選ぶと次のように Excel 上にデータセットが転送され
る（図 21）。
（図 21）




果を示す。p 値が 0.05 以下の場合、因子数が少ないとみなされる。今回は p 値が 0.163
であるので「因子数は適当である」と言える。 
因子得点が加わっているデータセットを R から Excel に転送してみよう。データセ
ットの左端を出力する Excel のセル（例えば A15）を選び右クリックすると、メニュー

















果を示す。p 値が 0.05 以下の場合、因子数が少ないとみなされる。今回は p 値が 0.163
であるので「因子数は適当である」と言える。 
因子得点が加わっているデータセットを R から Excel に転送してみよう。データセ
ットの左端を出力する Excel のセル（例えば A15）を選び右クリックすると、メニュー





→（テキスト ファイル ウイザードを使用）を選ぶ（図 22）。 
（図 22） 











両因子の散布図は前に説明した方法で R を使って次のように描ける（図 25）。 
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（図 24）
両因子の散布図は前に説明した方法で R を使って次のように描ける（図 25）。
（図 25）
　因子負荷量の棒グラフは、先ほど Excel に貼りつけた出力結果から Excel のグラフ機能
を使って作成した（図 26）（図 27）。これらのことから第 1 因子（Factor1）は「文系」第
2 因子（Factor1）は「理系」と名付けることができる。
　











両因子の散布図は前に説明した方法で R を使って次のように描ける（図 25）。 





因子負荷量の棒グラフは、先ほど Excel に貼りつけた出力結果から Excel のグラフ機
能を使って作成した（図 26）（図 27）。これらのことから第 1 因子（Factor1）は「文
系」第 2 因子（Factor1）は「理系」と名付けることができる。 
  
（図 26）               （図 27） 






























　R を授業に使うことを目標に R Commander、RExcel、EZR などを試してみた。その
結果、Excel でデータの入出力を行い、RExcel から R Commander を使う方法が、筆者
には最もストレスの少ない（統計分析に集中できる）R の活用法であった。学生にとっ
ても RExcel は、慣れ親しんだ Excel を通して「R および R Commander」が使えるため
CUI で R を使う場合と比べて抵抗は少ないと思われる。
　今回は Excel から R Commander を使う段階で終わったが、RExcel を導入することで、
R 関数を Excel や VBA 上で使えるそうなので（[1]：（3）（4））、今後さらに RExcel の活
用範囲を拡げていきたい。
　最後に、EZR は R Commander に医療分野で必要になる統計解析機能を追加した統計
解析ソフトである（参照：[3]、[8]）。EZR については今回報告できなかったが、医療統
計だけでなく経済・経営にも使えそうな機能を備えているため RExcel と合わせて利用
できる環境を作っておくと便利である。EZR のインストールについては [3] を参照され
たい。





因子負荷量の棒グラフは、先ほど Excel に貼りつけた出力結果から Excel のグラフ機
能を使って作成した（図 26）（図 27）。これらのことから第 1 因子（Factor1）は「文
系」第 2 因子（Factor1）は「理系」と名付けることができる。 
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